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干渉SARによる東南極沿岸域の氷床流動およびその時間変化推定の試み
An attempt to estimate ice sheet flow rate and its temporal change over coastal region of
east Antarctica by InSAR
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Terraに搭載された ASTERにより観測されたデータから作成された地形モデルGDEMが 2009年に公開され、それを
干渉 SAR画像に現れる地形縞を取り除く際に利用できる。我々は ALOS/PALSARによって観測された Enderby Land北
部沿岸域の氷床を含む 2007年と 2008年の干渉 SAR画像にGDEMを適用し、地形縞を干渉 SAR画像から取り除くこと
によって氷床などの流動に伴う干渉縞のみを取り出した（Doi et al., 2011）。この流動を反映する変動縞をレーダー照射
方向の変位に変換したところ、変位画像の中で見られた 46日間（ALOSの回帰周期）の最大変位量は 2007年、2008年
ともに約 2mであった。また、2007年と 2008年の変位画像の差を求めたところ、氷床などの変位はほぼ相殺され、氷流
の縁辺部に 30cm/46日以下の変位差が見られるのみとなった。今後、地上検証観測データの多い宗谷海岸沿岸域を観測
した干渉 SARデータに対し同様の解析を行なう予定である。
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